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142 第 8 章 ロボット作り上達のために

イン (暗い部分)を追跡するために使うというイメージがありますが，その反

対に明るい部分を追跡するロボットについていろいろ考えてみるのです．例

えば，懐中電灯の明かりを追跡するロボット，などというのはちょっとおもし

ろそうじゃないですか？125)125)

思いつかないときは，反
対のことを考えてみる

8.1.2 アイディアを組み合わせる

一つ一つのアイディアは平凡でも，それらを組み合わせてみることでおも

しろいアイディアになることがあります．例えば，「大きいタイヤで安定感の

あるロボット」と「小さいタイヤで小回りのきくロボット」の 2つの案を考
えたとします．このようなときには，2つのアイディアを組み合わせて「前

輪が小さく，後輪が大きいロボット」はどうか，というように考えてみてく

ださい．126) 組み合わせるアイディアは，自分の考えたものだけでなく，本126)

2 人のアイディアを組み
合わせて・・・

に載っているものでも構いません．一見まったく異なるアイディアのほうが，

組み合わせたときに新しい発見があります．いろいろなアイディアを組み合

わせてみましょう．

8.1.3 身近な物を参考にする

おもしろいアイディアを思いついても，それをどのように実現すればよい

のか分からないときがあります．そのようなときは，身の周りにある参考に

なりそうなものをよく観察してみましょう．例えば，ショベルカーのように

ボールをすくうロボットを作りたいと思ったときは，実際のショベルカーの

動きを観察するのです．ショベルの大きさはどのくらいなのか，どのような

メカニズムでショベルが動いているのかなど，ロボット実現のヒントになり

そうな情報が得られると思います．このとき，ただ見るのではなく，スケッ

チを描いたりデジカメで写真を撮ったりしておくと，あとからロボットを組

み立てるときに役に立ちます．127)

127)

観察するときはメモをと
りながら

8.2 グループで協力して作ろう

ロボット作りは大変複雑で時間のかかる作業なので，グループで作業を行128) 愚かな者，平凡な者
も三人集まって相談すれ
ば文殊菩薩 (もんじゅぼ
さつ) のようなよい知恵
がでるものだ (というこ
と)．(広辞苑第六版より)

うことも多いと思います．そのようなとき，互いに協力しながらうまくロボッ

トを作っていくためにはどのようなことに気をつけたらよいでしょうか．昔

から，「三人寄れば文殊の知恵」128) といったことわざがあるように，グルー


